
ｉ
ｉ
ｉ

海
外
一
一
ユ
ー
ス

昨
年
（
一
九
九
三
年
）
十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
の
首
都
、
ワ
シ
ン
ト
ン
，
．
Ｃ
・
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
で
、
シ
日
①
国
‐

ｏ
Ｐ
邑
俸
○
且
①
曰
く
且
罰
呂
四
○
口
（
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
学
会
、
以
下
Ａ
Ａ
Ｒ

と
略
称
す
る
）
の
年
次
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。
毎
年
こ
の
学
会
で
は
多
く

の
仏
教
関
係
の
発
表
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
一
九
九

三
年
度
の
大
会
で
は
天
台
関
係
の
パ
ネ
ル
が
二
つ
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
学
会
で
、
天
台
仏
教
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
長
い
あ
い
だ
天
台
思
想

を
中
心
に
仏
教
を
研
究
し
て
き
た
の
で
、
興
奮
を
押
え
き
れ
な
い
ま
ま
ワ

シ
ン
ト
ン
に
飛
び
、
Ａ
Ａ
Ｒ
に
参
加
し
た
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
天
台
の

．
ハ
ネ
ル
を
中
心
に
、
Ａ
Ａ
Ｒ
の
仏
教
関
係
の
発
表
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

｜

さ
て
Ａ
Ａ
Ｒ
は
、
一
九
○
九
年
に
発
足
し
た
ア
メ
リ
カ
最
大
の
宗
教
学

分
野
の
学
会
で
あ
る
。
そ
の
年
次
大
会
も
大
規
模
な
も
の
で
、
一
九
九
三

北
米
の
天
台
学

’
一
九
九
三
年
度
Ａ
Ａ
Ｒ
学
会
に
参
加
し
て
Ｉ

ロ
バ
ー
ト
。
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

年
の
大
会
で
は
二
二
七
の
パ
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
、
宗
教
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
の
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
例
年
の
通
り
、
同
時
に

同
じ
会
場
に
て
、
ア
メ
リ
カ
の
聖
書
文
学
学
会
命
○
且
①
ご
ｇ
国
匡
肩
巴

目
前
Ｈ
鼻
昌
Ｐ
こ
の
学
会
で
も
二
○
○
以
上
の
パ
ネ
ル
が
設
定
さ
れ
て
い

た
）
も
行
な
わ
れ
、
学
会
期
間
中
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の
界
隈
は
多
く

の
宗
教
学
者
で
ご
っ
た
返
し
た
。

発
足
当
初
Ａ
Ａ
Ｒ
は
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
の
研
究
も
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、

そ
れ
ら
を
研
究
す
る
学
者
も
年
次
大
会
で
発
表
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

同
時
に
学
会
の
機
関
紙
で
あ
る
き
ミ
墓
ミ
ミ
尋
、
砦
葛
§
。
§
草
隆
昌
烏
『
ミ

ミ
閉
患
電
。
富
で
も
、
世
界
各
地
の
宗
教
に
つ
い
て
の
論
文
を
多
く
掲
載

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
学
会
は
キ
リ
ス
ト
教
史
・
ユ
ダ
ヤ
教
史
・
イ

ス
ラ
ム
学
・
比
較
宗
教
学
・
宗
教
哲
学
・
倫
理
・
宗
教
と
女
性
・
教
育
と

宗
教
学
な
ど
の
二
八
の
の
①
Ｏ
陣
○
口
い
、
ア
フ
リ
カ
宗
教
・
日
本
宗
教
・
中

国
宗
教
・
ア
メ
リ
カ
黒
人
宗
教
・
神
秘
主
義
・
宗
教
儀
礼
研
究
・
シ
ュ
ラ

イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
研
究
な
ど
四
五
の
四
○
喝
の
、
儒
教
研
究
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
／

チ
ベ
ッ
ト
宗
教
研
究
・
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
な
ど
一
四
の
８
口
、
巳
威
武
○
口
“
、

そ
し
て
商
業
倫
理
な
ど
四
の
、
の
日
旨
目
の
と
い
う
よ
う
に
、
九
一
の
部
会

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
、
の
。
陣
○
国
も
、
一
九
八
○
年
代
後
半
頃
か
ら

活
発
に
な
り
、
今
で
は
毎
年
の
大
会
で
七
’
八
ほ
ど
の
仏
教
関
係
の
パ
ネ

ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
年
の
仏
教
、
①
。
陸
。
ロ
の
パ
ネ
ル
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。

』
目
彦
①
罰
①
宮
昇
戸
口
○
○
吋
日
①
ｐ
ロ
ロ
切
目
。
。
巨
稗
勺
吋
四
○
茸
８
旨

陦
届
（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
輪
廻
思
想
と
仏
教
の
実
践
）
ｏ
盲
目
宕
冒

64



冨
己
員
Ｐ
昌
里
ハ
目
（
嗣
○
鼻
○
国
○
○
］
一
①
函
①
）

い
目
。
ロ
８
旨
国
『
呂
三
鼻
礫
匡
昌
①
、
（
仏
教
研
究
の
諸
問
題
）

の
ロ
里
胃
．
型
］
筐
〕
算
。
》
、
騨
尉
（
）
（
シ
ョ
』
戸
胃
駕
○
昌
一
①
ｍ
ｅ
）

幹
ｚ
①
急
ぐ
９
８
の
旨
顧
匡
昌
目
鼻
煕
巨
ｇ
①
唾
（
仏
教
研
究
に
お
け
る

新
し
い
声
）
Ｃ
ｇ
胃
些
自
信
⑦
冒
昌
・
陣
○
国
①
（
犀
ョ
ｏ
ｇ
Ｏ
ｐ
ｐ
員
ぐ
の
国
ご
）

Ｐ
シ
ロ
厨
○
匡
協
旨
匡
昌
冒
昌
○
昌
日
ｂ
ｐ
昌
口
駒
○
丙
里
面
肖
ｏ
ｍ
Ｒ
碁
、

町
震
曼
言
．
．
』
、
意
冒
。
菖
、
堕
曾
§
き
、
尋
輌
置
冒
員
侭
呉
固
ミ
萱
営
臨
い

（
マ
ル
コ
ム
・
デ
ビ
ッ
ド
・
干
一
ツ
ヶ
ル
博
士
の
『
仏
陀
を
見
る
と
い
う
こ

と
ｌ
哲
学
者
に
よ
る
空
の
意
味
の
探
求
』
に
つ
い
て
の
座
談
会
）
ｏ
盲
目

ｅ
巳
］
①
芹
○
○
淵
（
口
昌
く
の
厨
房
国
旦
畢
く
Ｐ
の
宮
口
唄
○
ロ
）

回
目
①
い
○
宮
口
輌
閤
①
自
首
げ
ぼ
①
○
両
の
閏
○
○
目
叩
冨
旦
○
閂
酔
宅
も
Ｈ
ｏ
ｐ
ｏ
ロ
①
⑫

（
禅
を
教
室
で
教
え
る
た
め
の
主
な
方
法
）
。
ｇ
耳
》
冒
目
四
目
Ｐ
の
ぐ
の
嵐
掲

（
口
昌
ぐ
①
勗
詳
］
９
月
①
ロ
ロ
①
ｍ
の
①
①
）

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
他
の
部
会
（
例
え
ば
日
本
宗
教
・
中
国
宗
教
・
南

ア
ジ
ァ
宗
教
の
め
①
ｏ
は
○
口
な
ど
）
で
も
仏
教
関
係
の
発
表
を
多
く
聴
く
こ

と
が
で
き
、
例
え
ば
仏
教
、
の
３
．
口
と
日
本
宗
教
四
○
ｇ
が
協
賛
し
て
開

催
し
た
一
・
Ｑ
ご
ｏ
巴
田
口
目
巨
の
目
》
房
豐
の
の
色
目
両
①
名
○
口
い
①
の
８
四
ｚ
①
皇
書

旨
①
苔
ａ
ｇ
ｏ
四
。
巴
旨
。
句
①
白
の
具
》
〕
の
．
〈
ネ
ル
で
は
、
駒
沢
大
学
の
袴
谷

憲
昭
教
授
や
松
本
史
郎
教
授
に
よ
っ
て
最
近
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
批
判
仏

教
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
か
な
り
の
反
響
を
得
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
。
〈
ネ
ル
に
つ
い
て
の
報
告
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
特
に
、
私

の
最
も
関
心
を
も
っ
た
二
つ
の
。
〈
ネ
ル
、
つ
ま
り
、
巨
凰
掲
言
○
ａ
の
《

牙
門
石
冒
門
昌
目
吋
画
口
凰
○
．
口
鼻
さ
ロ
曾
己
旨
①
Ｐ
目
旨
、
言
目
四
具
巴
（
生
き

た
言
葉
ｌ
天
台
に
お
け
る
経
典
の
変
革
と
意
味
）
と
題
さ
れ
た
中
国
天
台

初
め
に
Ｆ
昌
侭
弓
Ｏ
ａ
ｍ
や
留
凰
日
日
巴
弓
時
⑳
ｐ
の
ぎ
Ｈ
ｇ
鼻
５
口
色
且

卜

旨
①
ｐ
旨
目
唱
口
円
国
鼻
巴
の
パ
ネ
ル
は
仏
教
の
①
○
武
○
口
と
中
国
宗
教
喝
○
号

が
共
同
で
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
生
き
た
言
葉
Ｉ
天
台
に
お
け
る
経

典
の
変
革
と
意
味
」
と
い
う
題
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
．
〈
ネ
ル
で
は
、

天
台
教
学
が
中
国
の
各
時
代
に
お
い
て
、
い
か
に
そ
の
時
代
的
要
求
に
答

え
つ
つ
変
化
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
研
究

発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ン
ゞ
ハ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
た
。

○
ロ
己
吋
。
①
厨
○
口
“
、
守
四
巳
①
『
ダ
げ
日
の
蔚
旨
（
曙
巴
①
ご
貝
ぐ
①
勗
洋
づ

く
、

勺
Ｐ
巳
め
づ
邑
国
の
○
口
（
ｚ
四
口
園
四
国
冒
牌
岸
昌
①
ざ
Ｈ
両
里
侭
５
口
四
国
凸
○
口
岸
員
巴
恥

、

《
由
四
国
急
ぽ
ゅ
電
○
彦
旨
‐
房
ｄ
の
①
（
ぃ
ロ
Ｑ
診
ず
ロ
の
①
）
ｇ
野
臥
耳
目
①
『
》
（
天

台
智
顎
に
お
け
る
経
典
の
利
用
と
乱
用
）

Ｆ
冒
色
四
吋
⑦
ロ
屍
○
笥
閏
（
ご
巳
く
①
Ｈ
の
岸
望
９
石
一
茸
の
ご
巨
民
巴
叩
《
《
昌
四
匡
口
血
色
ロ
ロ

両
①
目
四
医
］
‐
碩
目
Ｈ
凹
昌
は
○
月
○
ぎ
ぃ
口
‐
］
秒
昌
曾
己
昏
①
弓
ゅ
ロ
、
弓
旨
邑
弁
竺

信
①
目
色
ゞ
（
伝
統
の
作
成
と
再
編
ｌ
湛
然
と
唐
代
天
台
の
課
題
）

ロ
四
目
巴
。
⑦
目
（
国
引
口
昌
①
］
口
昌
ぐ
①
勗
詳
ぐ
言
《
《
目
写
の
自
国
ご
曾
一
ぐ
誌
５
口
や

Ｉ
、

届
①
巳
四
目
昌
弓
ｐ
Ｐ
ｐ
ａ
罰
①
９
－
①
貝
鼻
５
．
旨
塑
目
冒
頭
凶
声
晨
Ｇ
ｇ
ｌ
ｇ
鴎
）
々
》

に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
と
、
冒
国
鼻
の
両
巳
飼
三
目
ョ
の
貝
（
国
§
噌
雪
）
冒

舌
忌
邑
８
の
冒
普
ｏ
Ｈ
ぐ
《
シ
両
①
‐
①
〆
四
目
旨
鼻
５
口
（
日
本
の
歴
史
に
お
け
る

本
覚
思
想
の
再
評
価
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
日
本
天
台
と
本
覚
思
想
に
関
す

る
バ
ネ
・
ル
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
北
米
に
お
け
る
天
台

学
の
現
状
を
垣
間
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。

二

戸 信

心、



（
天
台
の
ビ
ジ
ョ
ン
ー
四
明
知
礼
に
お
け
る
そ
の
回
復
と
新
し
い
方
向
付

け
）

ロ
四
昌
巳
國
陣
①
ぐ
①
用
○
口
（
ロ
日
ぐ
①
叶
巴
ｑ
ｇ
嵐
四
口
阻
め
）
や
《
《
罰
〕
目
巴
目
①
月
詐
・

目
吋
且
旨
○
口
ｐ
ｐ
ｑ
屯
①
風
○
吋
目
四
目
８
日
切
ロ
眉
目
ゞ
旨
目
鼻
亨
巴
ゞ
》
（
宋
代
天
台

宗
に
お
け
る
儀
礼
の
テ
キ
ス
ト
・
伝
統
・
執
行
）

同
①
名
。
且
の
貝
（
応
答
者
）
即
己
四
ぐ
己
急
も
冨
弓
筐
（
己
昌
ぐ
の
国
辱
具

国
四
急
ゆ
ご

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
は
、
皆
大
変
典
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
る

所
が
多
か
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
博
士
は
、
以

前
本
校
で
天
台
学
を
学
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
我
々
に
は
大
変
親
し
い

方
で
あ
る
。
教
授
は
現
在
名
古
屋
の
南
山
大
学
宗
教
文
化
研
究
所
の
研

究
員
で
あ
る
が
、
天
台
の
三
諦
説
を
研
究
し
た
彼
の
周
。
震
ミ
ミ
ミ
勗
旦

目
畜
苧
弓
菖
、
言
。
の
§
言
・
胃
意
国
。
ご
ミ
畠
旦
罫
、
弓
ｇ
ｏ
閂
雲
ミ
冨

弓
意
。
ご
言
ｇ
曽
偽
い
い
野
員
§
爵
量
は
、
海
外
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
今
学
会
の
発
表
で
＄
ス
ワ
ン
ソ
ン
教
授
は
『
摩
訶
止
観
』
や
「
法
華

玄
義
』
に
見
ら
れ
る
経
典
か
ら
の
引
用
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら

の
引
用
文
は
原
典
と
は
違
っ
た
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

智
頒
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
経
文
を
変
え
て
引
用
し
た
の
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
次
に
ピ
ッ
ッ
、
ハ
ー
グ
大
学
の
リ
ン
ダ
・
・
ヘ
ン
ヵ

ワ
ー
教
授
は
、
長
年
中
国
の
仏
性
論
、
特
に
湛
然
の
仏
性
論
を
研
究
テ
ー

マ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
発
表
で
は
湛
然
の
「
金
剛
鋒
論
」
を
取
り

上
げ
、
そ
の
中
で
湛
然
が
い
か
に
自
ら
の
主
張
し
て
い
る
草
木
成
仏
説
を

浬
藥
経
な
ど
の
経
典
を
依
り
処
と
し
て
実
証
し
よ
う
と
し
た
か
（
つ
ま
り
、

い
か
に
浬
藥
経
な
ど
の
経
典
を
草
木
成
仏
説
の
立
場
か
ら
解
釈
し
、
自
ら

の
立
場
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
か
）
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
ド
レ
イ
大
学
の
ダ
’
三
ル
・
ゲ
ッ
ッ
教
授
は
つ
い
最
近

ド
ク
タ
ー
論
文
を
エ
ー
ル
大
学
に
提
出
し
た
ば
か
り
の
研
究
者
で
あ
る
が
、

か
っ
て
台
湾
で
中
国
哲
学
の
学
位
を
取
得
し
た
ほ
ど
の
中
国
通
で
あ
る
。

彼
は
宋
代
の
四
明
知
礼
と
、
宋
代
の
天
台
宗
内
部
で
巻
き
起
こ
っ
た
山
家

・
山
外
の
論
争
を
取
り
上
げ
、
知
礼
が
こ
の
論
争
を
通
じ
て
天
台
教
学
を

自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
い
て
再
解
釈
し
、
再
編
成
し
た
過
程
に
つ
い
て
論

じ
た
。
最
後
に
カ
ン
ザ
ス
大
学
の
ダ
｝
三
ル
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授
は

『
摩
訶
止
観
』
、
特
に
四
種
三
味
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
（
彼

の
四
種
三
味
に
つ
い
て
の
論
文
、
《
一
目
〕
の
冒
胃
固
且
、
具
留
日
目
巨

目
両
胃
与
目
』
５
口
を
巴
田
口
。
。
宮
の
己
》
．
は
ピ
ー
タ
ー
・
グ
レ
、
コ
リ
ー

弓
①
蔚
引
の
Ｈ
品
○
ｑ
］
教
授
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
論
文
集
、
肖
竜
員
嘗
。
畠

ミ
ミ
§
ミ
ざ
富
曽
ｇ
営
鴎
恥
国
ミ
ミ
ミ
の
ミ
〔
『
中
国
に
お
け
る
瞑
想
の
伝

統
』
一
九
八
六
年
出
版
〕
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）
、
最
近
で
は
『
摩
訶

止
観
』
の
部
分
的
英
訳
と
そ
の
研
究
を
ニ
ー
ル
・
ド
ナ
ー
（
ｚ
の
旦

己
○
口
ロ
①
Ｈ
）
教
授
と
共
に
出
版
さ
れ
て
い
る
（
判
胃
９
．
§
ｏ
ミ
ミ
長
倉
員

９
ミ
、
ミ
営
息
・
霊
“
淫
暫
卓
↑
＆
ミ
ミ
砦
昌
。
ミ
員
目
昌
景
ミ
さ
葛
旦
暮
駒

国
、
怠
ｇ
§
ミ
ミ
ｇ
尋
‐
爵
這
？
言
忌
善
‐
ざ
自
学
』
ご
巳
ぐ
の
風
ご
旦

国
煙
乏
昌
即
の
”
の
々
ご
窟
）
・
今
学
会
で
の
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
教
授
の
発
表
は

、
辞
２
、

教
授
の
従
来
か
ら
の
天
台
儀
礼
の
関
心
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
力

そ
の
中
で
教
授
は
知
礼
や
連
式
な
ど
に
よ
っ
て
宋
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た

儀
式
用
の
テ
キ
ス
ト
（
例
え
ば
遵
式
の
『
金
光
明
繊
法
補
助
儀
」
や
知
礼

の
「
千
手
眼
大
悲
心
呪
行
法
」
な
ど
六
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
が
）
を
検
討
し
、
｜
」
れ
ら
は
す
べ
て
天
台
智
甑
に
由
来
す
る
『
法
華
三
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味
繊
儀
』
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
Ａ
Ｒ
の
中
国
天
台
の
。
〈
ネ
ル
の
発
表
者
と
そ
の
発

表
内
容
を
極
く
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
課
題
は
、
天

台
教
学
が
い
か
に
各
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
変
化
し
て
行
っ
た
か
、
と
い

う
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
の
課
題
は
。
〈
ネ
ル
の
テ
ー
マ
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
特
に
・
ヘ
ン
カ
ワ
ー
教
授
と
ゲ
ッ
ッ
教
授
に
強
調
さ
れ
て
い
た
。
。
ヘ

ン
カ
ワ
ー
教
授
に
よ
る
と
、
伝
統
的
な
天
台
教
学
の
中
で
は
、
天
台
思
想

は
均
質
曾
○
冒
品
①
口
①
○
房
）
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
、
そ
れ
は
智

顎
・
湛
然
・
知
礼
を
通
じ
て
一
貫
し
て
お
り
、
時
代
が
変
っ
て
も
本
質
的

に
は
変
化
し
て
い
な
い
、
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、
湛
然
や
知
礼
の

書
物
は
主
と
し
て
智
顎
の
思
想
を
理
解
す
る
手
引
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る

の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
湛
然
や
知
礼
は
智
韻
と
は
異
な
る
環
境
で
、

異
な
る
課
題
を
も
っ
て
思
索
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
者
の

思
想
の
間
に
大
き
な
隔
り
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
湛
然
は
智
頴

を
、
そ
し
て
知
礼
は
智
顎
と
湛
然
を
、
そ
れ
ぞ
れ
依
り
処
と
し
な
が
ら
も

自
ら
の
課
題
に
立
ち
、
そ
れ
ら
の
先
人
の
思
想
を
時
代
に
応
じ
る
よ
う
に

再
編
成
し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
日
近
代
的
文
献
学
的
方
法
論
が
中

国
仏
教
の
研
究
に
導
入
さ
れ
て
、
か
な
り
状
況
は
変
化
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
伝
統
的
な
静
的
（
非
歴
史
的
）
天
台
教
学
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

完
全
に
消
え
去
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
今
後
、
天
台
教
学
を
研
究
す
る
に

当
り
、
そ
の
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
面
に
よ
り
層
一
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
教
授
は
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
ゲ
ッ
ッ
教
授
の
発
表
で
も
同
じ
点
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
彼
は

自
ら
の
研
究
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
天
台
学
を
学
び
始
め
て
最
初
に
出
会

っ
た
天
台
教
学
の
概
説
書
（
例
え
ば
諦
観
の
『
天
台
四
教
儀
』
、
佐
為
木
憲

徳
教
授
の
『
天
台
教
学
』
、
福
田
堯
穎
教
授
の
『
天
台
学
概
論
』
、
安
藤
俊

雄
教
授
の
『
天
台
学
』
、
さ
ら
に
Ｆ
①
○
口
国
日
ぐ
旨
教
授
の
ｇ
尋
‐
今
は

皆
、
天
台
思
想
を
図
式
的
に
解
説
し
、
そ
れ
を
あ
た
か
も
単
一
で
固
定
さ

れ
た
も
の
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
と
、
語
っ
た
。
し
か
し
、
天
台
教
学
は

統
一
性
を
保
ち
つ
つ
、
常
に
変
化
し
て
い
る
有
機
体
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
ゲ
ッ
ッ
教
授
は
知
礼
を
例
に
あ
げ
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
教
授
の
見
解
か
ら
す
る
と
、
知
礼
は
従
来
の
天
台
の
伝
統

を
重
ん
じ
な
が
ら
、
彼
自
身
の
天
台
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

天
台
教
学
を
改
造
し
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
知
礼
自
身
は
意
図
的
に
天

台
の
伝
統
教
学
を
造
り
直
そ
う
と
し
た
訳
で
は
な
い
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
、

智
甑
以
来
の
正
統
な
天
台
教
学
を
護
持
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
知
礼
が
正
当
な
天
台
教
学
と
認
め
た
も
の
は
、

実
は
彼
自
身
の
天
台
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
か
な
る

時
代
に
お
い
て
も
伝
統
を
受
容
す
る
こ
と
は
、
権
威
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
解

釈
す
る
主
体
の
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で

あ
る
。
知
礼
の
場
合
も
（
実
は
同
じ
こ
と
が
智
顎
や
湛
然
の
場
合
で
も
い

え
る
が
）
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
、
彼
独
自
の
天
台
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
天
台
教
学
を
生
み
出
そ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
結
論
と
し
て
ゲ
ッ
ッ
教
授
は
、
天
台
教
学
が
、
い
か
な
る
歴
史

的
・
地
域
的
・
宗
派
的
（
派
閥
的
）
・
制
度
的
条
件
に
よ
り
影
響
さ
れ
、
変

っ
て
行
っ
た
か
を
具
体
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
今
後
の
天
台
研
究
の
最
も

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
た
。
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さ
て
こ
の
よ
う
に
、
．
〈
ネ
ル
の
発
表
の
多
く
は
、
天
台
教
学
の
一
貫
性

を
認
め
つ
つ
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
智
顎
・
湛
然
・
知
礼
な
ど
が
天

台
の
伝
統
に
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
改
革
を
も
た
ら
し
た
点
に
注
目
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
フ
ー
コ
ー
が
『
言
葉
と
物
』
を
著
し
て
以
来
、
米
国
の
学

会
で
は
思
想
上
の
不
連
続
性
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
、
こ
の
。
〈
ネ
ル

の
発
表
も
、
間
接
的
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
す
べ
て
の
・
ヘ
ー
パ
ー
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、

ま
た
智
顎
・
湛
然
・
知
礼
と
い
う
、
中
国
天
台
の
最
も
重
要
な
人
物
と
そ

の
思
想
が
す
．
、
へ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
パ
ネ
ル
と
し
て
は
非
常
に
充
実
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
の
発
表
を
聴
き
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の

中
国
天
台
研
究
が
新
た
な
時
代
に
入
っ
た
と
実
感
し
た
。
四
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
の
今
後
の
研
究
に
多
い
に
期
待
す
る
。

次
に
日
本
天
台
の
本
覚
思
想
を
取
り
上
げ
た
旨
目
鼻
①
両
国
揖
拝
‐

①
ロ
日
①
尋
（
閏
。
長
圏
曹
）
旨
］
ｇ
①
己
の
、
①
国
尉
さ
ｑ
”
傍
罰
①
‐
①
ｘ
四
日
目
異
一
○
口

に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
実
は
こ
の
パ
ネ
ル
は
、
Ａ
Ａ
Ｒ
の
仏
教
⑳
。
。
茸
○
国

で
は
な
く
、
日
本
宗
教
四
。
号
の
パ
ネ
ル
の
一
つ
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
聴
衆
の
ほ
と
ん
ど
が
仏
教
に
関
心
の
あ
る
研
究
者

で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
発
表
題
目
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

○
宮
巴
Ｈ
ｄ
①
刷
○
ロ
”
両
ロ
ヴ
の
昌
司
．
国
凹
巨
８
＄
○
巨
昏
の
ｎ
口
旨
①
曽
且
再

ト

ロ
己
ぐ
①
愚
弄
ご

づ
い
己
⑦
Ｈ
○
国
閂
（
ご
目
く
日
、
罫
『
＆
ぐ
吋
哩
昌
色
旨
《
《
目
四
Ｅ
口
頭
目
①
Ｐ
Ｃ
言
己
謂

三

○
ロ
ョ
コ
鼻
の
同
己
侭
匡
①
ロ
ョ
の
三
ｍ
の
己
○
匡
叩
与
唖
罰
①
色
会
。
”
夢
の
罰
畠
塞
ぎ

卸
ミ
こ
）
』
（
本
覚
思
想
の
積
極
的
評
価
ｌ
「
漢
光
類
聚
」
を
読
む
）

司
冒
皀
菖
６
普
の
崖
末
木
文
美
士
（
ご
目
ぐ
の
風
ｑ
９
月
○
ご
○
）
“
・
《
目
署
○

○
○
口
茸
砂
Ｓ
ｏ
３
Ｈ
罰
醇
印
も
の
ｏ
蔚
旨
舎
営
①
目
の
四
ｏ
臣
ご
ｍ
ｍ
ｇ
Ｈ
ｐ
ｐ
鼻
の
画
己
猿
彦
寸

の
口
目
の
口
言
口
冨
①
ｓ
①
ご
囚
こ
Ｐ
冨
口
こ
（
中
世
日
本
の
本
覚
思
想
に
お
け
る
二

つ
の
矛
盾
的
側
面
）

］
秒
。
Ｐ
巨
里
旨
①
目
．
、
甘
口
①
（
甸
崗
百
○
①
甘
口
口
昌
ぐ
閏
巴
ご
）
”
《
《
勺
巨
さ
の
○
己
冨
○
巴

口
］
目
ゅ
灘
の
の
抄
ロ
ロ
冨
○
且
昌
Ｃ
巨
畠
日
耳
①
の
”
罰
①
８
口
、
昼
①
ロ
品
鈩
朋
巨
目
耳
目
〕
の

目
昏
⑦
潔
自
身
９
月
①
巳
筥
国
。
鳧
急
ぎ
目
ｇ
温
厚
言
（
哲
学
的
極
致
と

道
徳
的
泥
沼
ｌ
天
台
本
覚
思
想
研
究
の
前
提
再
考
）

”
①
名
○
目
の
ロ
蕨
（
応
答
者
）
”
風
①
昌
冒
鼻
の
巨
・
松
尾
剛
次
（
倒
抄
日
凹
彊
冨

己
昌
ぐ
①
Ｈ
巴
ご
）
ｐ
ｐ
ｑ
旨
勝
算
○
い
ぼ
ｚ
猪
呉
○
日
只
国
胃
ぐ
ゅ
ａ
ご
己
ぐ
日
切
一
ｑ
）

率
直
に
い
わ
せ
て
頂
く
と
、
中
国
天
台
の
パ
ネ
ル
と
比
寒
へ
る
と
、
こ
の

本
覚
思
想
の
。
〈
ネ
ル
は
、
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
。
個
々
の
発
表
は
皆
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
パ
ネ

ル
全
体
と
し
て
は
焦
点
を
欠
き
、
私
の
期
待
に
反
し
て
、
本
覚
思
想
研
究

の
課
題
や
全
体
像
を
明
確
に
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本

か
ら
本
覚
思
想
に
つ
い
て
深
い
理
解
を
持
つ
東
京
大
学
の
末
木
文
美
士
教

授
と
、
日
本
中
世
史
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
山
形
大
学
の
松
尾
剛
次
教
授
の

応
援
を
受
け
て
、
こ
の
パ
ネ
ル
は
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
本
覚
思
想
研
究
（
広
く
い
え
ば
日
本
天
台
そ
の

も
の
の
研
究
）
の
機
は
未
だ
ア
メ
リ
カ
で
は
完
全
に
熟
し
て
は
い
な
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
全
体
と
し
て
は
不
満
が
い
く
つ
か
残
っ
た
が
、
先
に
述
令
へ
た
よ
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う
に
個
々
の
。
ヘ
ー
パ
ー
は
す
べ
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ジ
’
一

ア
大
学
の
ポ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ナ
ー
教
授
は
日
本
の
仏
教
学
に
よ
く
通
じ
た

級
密
な
文
献
学
者
で
あ
り
、
最
澄
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
の
著
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
宙
昌
忌
自
吋
富
醇
言
冨
墨
蒼
雨
ミ
ミ
蟇
恥
冒
曾
鳶
鴎
⑮

ミ
ミ
ミ
留
旦
》
国
の
烏
里
呂
国
ロ
目
巨
黒
煕
ロ
日
①
の
、
①
ロ
①
ｍ
》
岳
鷺
）
。
今

回
の
発
表
で
グ
ロ
ー
ナ
ー
教
授
は
天
台
本
覚
思
想
の
重
要
な
文
献
の
一
つ

で
あ
る
『
漢
光
類
聚
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
的
・
歴
史
的
背
景
に
つ

い
て
考
察
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
点
を
い
く
つ
か
指
摘
し
た
。

末
木
教
授
は
「
三
十
四
箇
事
書
」
に
つ
い
て
詳
し
く
、
か
つ
明
解
な
発
表

を
行
な
い
、
好
評
を
得
た
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
最
も
刺
激
を
与
え
て
く

れ
た
の
は
、
日
蓮
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ジ

ャ
ッ
キ
ー
・
ス
ト
ー
ン
教
授
の
．
へ
Ｉ
．
〈
－
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
教
授
は

従
来
本
覚
思
想
は
実
践
の
必
要
を
否
定
し
た
無
批
判
的
な
世
界
肯
定
論
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
天
台
宗
の
堕
落
を
招
い
た
も
の
と
し
て
常
に
評

価
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
鎌
倉
新
仏
教
の
各
宗
派
は
天
台
本
覚
思
想
を
否

定
す
る
こ
と
の
よ
り
生
じ
た
と
も
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
し

か
し
、
も
し
本
覚
思
想
が
そ
の
よ
う
に
堕
落
し
た
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
な
ぜ
そ
れ
が
六
百
年
も
の
間
天
台
宗
の
中
で
支
配
的
な
位
置
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ト
ー
ン
教
授
の
見
解
に
よ
る
と
、
本
覚
思
想
の

堕
落
し
た
、
実
践
無
視
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
鎌
倉
新
仏
教
の
各
宗
派
の
優
位

を
主
張
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
広
く
浸
透
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
当
時
の
天
台
宗
は
、
腐
敗
し
た
面
も
多
く
持
っ
て
い
た
が
、

決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
独
創
的
な
新
思
想
を
生
み
出
す
活
力
を
も

十
分
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ス
ト
ー
ン
教
授
は
、
天
台
本
覚
思
想
を
天
台

以
上
の
よ
う
に
一
九
九
三
年
の
Ａ
Ａ
Ｒ
に
お
け
る
天
台
教
学
に
関
す
る

二
つ
の
．
〈
ネ
ル
に
つ
い
て
、
簡
単
に
報
告
し
て
き
た
が
、
鼠
後
に
私
が
学

会
に
出
席
し
て
感
じ
た
こ
と
を
二
点
ほ
ど
述
需
へ
て
終
り
た
い
。
第
一
に
、

従
来
天
台
仏
教
は
禅
な
ど
と
比
べ
て
ア
メ
リ
カ
の
学
会
で
は
あ
ま
り
注
目

さ
れ
な
か
っ
た
。
中
国
天
台
に
関
す
る
初
め
て
の
本
格
的
な
英
文
の
研
究
、

つ
ま
り
レ
オ
ン
・
ハ
ー
ビ
ッ
ッ
教
授
の
ｇ
善
‐
《
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九

六
二
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
一
九
八
三
年
に
チ
ャ
。
ヘ
ル
教
授
が

諦
観
の
『
天
台
四
教
儀
』
の
英
訳
（
弓
爵
塞
‐
亜
』
亀
酎
員
§
藍
冒
・
淫
ご
○
ミ
ミ
恥

旦
暮
雨
智
黛
員
。
ミ
司
嚥
§
萱
喜
頚
）
を
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
二
十
年
あ
ま
り

天
台
関
係
の
英
文
研
究
書
は
現
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
天
台
教
学
は
長
く

北
米
の
仏
教
研
究
者
の
問
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

十
年
ほ
ど
前
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
関
心
が
徐
有
に
高
ま
り
、
一
九
八
四
年

に
は
グ
ロ
ー
ナ
ー
教
授
の
最
澄
の
研
究
、
一
九
八
七
年
年
に
は
ス
ワ
ン
ソ

ン
教
授
に
よ
っ
て
編
集
し
た
菅
曾
惠
醗
旦
。
ミ
富
皇
優
旦
配
里
噴
。
畠
堕
員
鳶

の
日
本
天
台
に
つ
い
て
の
特
集
号
、
さ
ら
に
一
九
八
九
年
に
は
ス
ワ
ン
ソ

ン
教
授
の
中
国
天
台
教
学
の
研
究
な
ど
が
相
継
い
で
公
表
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
天
台
研
究
は
急
速
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
今
学
会
で
六
人
も

の
若
い
研
究
者
が
発
表
を
行
な
う
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
北
米
の

天
台
研
究
が
よ
う
や
く
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
天
台
の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

宗
の
堕
落
の
根
源
と
す
る
見
解
を
改
め
、
本
覚
思
想
と
天
台
宗
史
に
お
け

る
そ
の
積
極
的
役
割
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
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い
。

第
二
に
注
目
し
た
い
点
は
、
今
回
の
ア
メ
リ
カ
人
発
表
者
の
。
へ
１
．
ハ
ー

は
す
零
へ
て
日
本
の
学
者
の
業
績
を
雲
ヘ
ー
ス
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
発
表
者
は
皆
日
本
で
学
ん
だ
経
験
を
持
ち
、
ま

た
日
本
語
の
論
文
も
自
由
に
読
み
、
常
に
日
本
の
学
界
の
動
向
に
注
目
し

て
い
る
。
パ
ネ
ル
終
了
後
の
懇
親
会
で
ゲ
ッ
ッ
教
授
と
雑
談
す
る
機
会
を

得
た
が
、
そ
こ
で
彼
が
し
き
り
に
強
調
し
た
の
は
、
日
本
の
学
者
の
研
究

成
果
な
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
仏
教
・
日
本
仏
教
の
研
究
は
有
り
得

な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
改
め
て
私
が
日
本
国
内

で
仏
教
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
し
つ
つ
、
日
本
の
仏

教
学
が
世
界
的
な
責
任
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
答
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
使
命
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
癖
感
し
た
。
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